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　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
大乗集菩薩学論Sik§asamuccaya所引の
　　　　　　　金剛瞳経における代受苦

戸 田 裕 久

1．：大乗集菩薩学論の資料的価値

　、シクシャーサムッチャヤ（S〆お烈〃〃〃ビビ4、1αにすなわち一学処要集」と訳しうる題名をもつ

論．書は、そのサンスクリット語写本には作者名を欠いているが、チベット語訳およびチベット

語註釈書における記述から、シャーンティデーヴァ1　Santideva寂天1という名の学僧の編著

　　　　　　　　　　　　　　　　トミナ
によるものと見倣してよいようてある

　そ0）漢訳コ（乗集菩薩〆’；福鉦は、前半の巻第一から巻第八まで（集布施学品第一之一から護

身品第六之一まで・は北宋代の1004年から1058年までの間に法護等によ：ノ、後半の巻第九から

巻第．一：1’ytまで〔護身品第六之二から念三宝品第十八之四まで）は1058年から1126年までの間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こニトに日礪等により訳経院にて翻訳されたものである　なお漢訳には「法隔菩薩造」とあ1）因明の

ノ（成者として知られる法柄（ダルマキールティDharmakirti　7世糸己頃1を作者としているが、

漢訳者たちが見た梵本にそう記してあったか否かは定かでない．〔法護の法とH構の蒋を合わせ

て法礪？b

　シャーンティデーヴァ　c　Sa’　ntideva寂パは7世紀後’トから8世紀にかけてc　650　一一　70〔〕年頃’

活動したU、教僧であ：い中観派［　1　IEadhyamaka　／／帰謬論証派｛プラーサンギカPrasahgika　，の

系統に属するチャンドラキールテt〔Candraklrti月称．7iHJ紀中頃・の後継の論師とされてい

る　彼には1大乗集菩薩学論1シクシャー廿ムッチャヤLの他にr入菩提行論C；F’一ディチャ

ルヤーヴァターラBθdhi（Y！ハπ2、αオィ7抱二と：経集二という著書があったと伝えられており、そ

のうち0）前二著が現存している　いずれも、空IS［lnyaiの立場から悟i）への道、菩薩行を説

　　　　　

1　’

くものである．

　．」大乗集菩薩学論二には多くの経典類が論述内容の典拠すなわち教証として引用されている

その際に一如○○〇十Lあるいは「如OOO説」という形で経典類の題名が示された一ヒで、そ

こからの引川．文が続くという形式を取る場合が多い．中には「般若経」のように同系統の経典

群を漠然と指して、1うこともあるが、大抵は固有名詞を用いて出典を明示している．ただし、

具名よりも略称や通称がJUいられていることの方が多く、また明らかに同一と思われる経典が

複数個所で引用される場合に異なる呼称を1ヲ’えられていることが少なくない　このような引用

丈献名に関する表記の不統一は、サンスクリット語原典において元々異なる題名であったもの



72 法華文化研究昂46号；

を忠実に翻訳したことによる場合もあるし、漢訳者が単独ではなかったことによるのかもしれ

ないし、あるいはまた、知名度が低く訳語も確定していないものについては漢訳者が試案とし

て暫定的な訳語を充てたこともあったであろう、

　このように出典の示し方に統一を欠いていることを承知の上で、「大乗集菩薩学論1に言及さ

れている経典類の名称を数え上げると110書ほどになり、そのうち同一の文献を異なる題名で示

すものが約20例あった　重複分を差し引くと、『大乗集菩薩学論二にはおよそ90にものぼる数の

経典類からの引用文が含まれていることになる，というよりはむしろ、この論書はほとんど経

典類からの引用工から成ると言えよう一

　＝大乗集菩薩学論二は、菩薩の修学すべき事柄t学処を主題として、多くの経典から関連す

る記述を集めて構成された選文集であり、提題の役割を果たす27詩節を除けば編著者の著述箇

　　　　　　　　　くれ
所はごくわずかである．また引用するに当たっては、編著者による恣意的な言い換えや付加的

説明などの加工をせず、かなり忠実に原典から引き写しているものと思われる．その創意工夫

の欠如が、むしろ好都合であり、重宝がられることもある，

　大乗経典のほとんどについて、そのサンスクリット語原典が散逸しているという状況にあっ

ては、たとえそれが断片的なものであったとしても、論書等に記録保存されている引用文のも

つ資料的価値は高い　上記のように「大乗集菩薩学論：には、およそ90もの経典類が教証とし

て敬意を以てその題名を挙げられ、そのうちの幾つかの経典からは或る程度まとまった分量の

引用が為されている　その中には、サンスクリット語原典の全部または一部が現存しない経典

類からの引用も多く含まれているので、梵本「シクシャーサムッチャヤ（S赤ぼα〃2〃α・Ct　ICt）」は

写本の発見当初から、原典が散逸した経典の梵本回収及び復元のための貴重な資料を提供しう

るものとして多いに期待されていたし、現に多くの研究がなされてきた・

　ただし、漢訳：大乗集菩薩学論こが梵本rシクシャーサムッチャヤエの翻訳として適正なも

のであるか否かという問題になると、漢訳本の評価はさほど高くはなりえないように思う．漢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しめ訳：大乗集菩薩学論』に引用されている経典の訳文は、それ自体がいささか晦渋である

　また、漢訳と梵本を少しく対照してみたところ、分量的にも内容的にも逐一合致するとは言

えない状況にあり、漢訳本には梵本からの逐語訳と抄訳と取意訳とが混在していることが窺え

た、また、汰乗集菩薩学論』に引用されている経典に対する法護あるいは日称その他による訳

文と、別の漢訳者による当該経典に対する訳文とを比較対照してみたところ、用語も分量も一

致する割合が低いため、出典の相当箇所を同定する作業すらも容易ではないように思われる，

　とはいえ、いや、そうであるからこそ、研究する甲斐があるというものであろう、筆者にとっ

ても、ここ数年来関心を持ち続けている事柄、例えば　代受苦一という概念に関わる部分につ

いて、少しでも手がかりが得られればと期待して、この文献を改めて播いた次第である一

　出典としては、編著者のシャーンティデーヴァ〔Santideva寂天）が帰謬論証派系統の中観



大乗集㌫薄．学．，禽Siksasalnucca｝－a｜｝｝㍑1の金剛障経にお：トる代受呂：．戸田

派に属する論師とされていることから、「シクシャーサムッチャヤ1においても中観派の教理に

直接関わる般若系の経典が．重視される傾向にあるものと予測される．現に、般若経、維摩経、

月燈三昧経1三昧王経｝、首楊厳経といった、空思想を説く経典からの引用が多いように見受け

られる．それらの経典名が現れる箇所を、大正新脩大蔵経所載の丁大乗集菩薩学論一・大正蔵．

第32巻）の頁数と段を以て示せば次の通りである

　　般若経c84c．115c．117b，122c．126b．134c，142a．142b‘．般若波羅蜜多経（98b）．八

　　千類般若波羅蜜多経i83ai，能断金剛経c128a／，能断金剛般若波羅蜜多経：109a．月燈

　　三昧経c79a、79b．85c．95c、98c，101aノ．月燈経［9．　7c．106b、108a、1］Ob、110c，111b，

　　112c，113b，122c，128a，130b，135b，142c，143b）．［ヨ樗厳三味経193d，首樗厳経

　　177a］，維摩詰所説経c76b、103b、105b）．無垢称経q26b1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　い　ロ

　しかるに：大乗集菩薩学論二の主題は、空思想ではなく、大乗の菩薩の修学、菩薩行である．

それゆえ、般若系に限らず多彩な大乗経典および密教的な経典からの引用も多い　就中、法華

系および華厳系の経典としては次の題名が挙げられている．

　　妙法蓮華経（84c，94a，142c）．華厳経175b．76a、77a、82b、95c．98c．1041）．105b．

　　111a．133c］．十地経177b、77c．99．　b，120c、130a，130b　’］、金剛憧経・80c、128b．130b．，

　　金剛瞳廻向｛118a〕

　このうち「華厳経」と記されている箇所はいずれも梵本にはGar〕⊆lavyUhasUtraとあり、これ

は六十華厳（佛駄肱陀羅訳！’－」（方廣佛華薗を経1六十巻｝中の「入法界品第三1’四」、八ト華厳

‘實叉難陀訳：大方廣f甫｝華厳経．八十巻〕中の一人法界品第三十九」、四十華厳（般若訳：大方

廣佛華厳経［四十巻〕全巻に相当する　r’fJ地経」は、梵本ではDaSa，　bh（lnikas［irraまたは

DaSabhCimakasUtraとあり、六十華厳の「十地品第二十ニー、ノロ’華厳の一十地品第二卜六」に

相当するのであるが、この「卜地経」という呼称は、六十巻または八十巻から成るノく部の華厳

経すなわち：大方廣佛華厳経二が集成される以前に、この経典が既に成立し流布しており、単

本別行の経典として認知されていたことを示唆する．

　漢訳大蔵経中には「入法界品」の別訳である：仏説羅摩伽経1等が、また「卜地品．の別訳

である：漸備一切智徳縫：仏説1’地経二等が別行経典のような扱いで収められている　経録に

はこれら以外にも幾つもの別訳の存在していたことを示す記録が見られる・

　他方、1大乗集菩薩学論’中に「金剛瞳経」あるいは「金剛憧廻向」という題名を伴って引用

されている経典については事情が異なり、そθ）ような経典が別行経典として漢訳大蔵経に収録

されていた形跡はないし、経録にもその名が見当たらない．それでも、「金剛瞳」というその特

徴的な名称がまさに旗印となって、これが六十華厳の「金剛瞳菩薩十廻向品第ニトー」、八十華

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アト厳の「十廻向品第二十五．を指していることは容易に推測されうる

　華厳経のサンスクリット語原典としては、「卜地品」「十地経」の原典DaSabh〔imika－sCltra、
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および、「人法界品」の原典GandavvUha－sUtraが、ほぼ完全な形で現存する．いま、これらに

伍して『大乗集菩薩学論二のサンスクリット語原典1シクシャーサムッチャヤ1中に、或る程

度まとまった分量の引用がなされている一金剛腫経一Vajradhvaja－sUtraあるいはr金剛幌廻

向」Vajradhvala－parinamanaと呼ばれる大乗経典のサンスクリット語原文は、当該経典の全体

像を知るには及ばないにしても、部分的には華厳経「十廻向品」の原典研究に稗益する資料と

して期待されよう，

2．「大乗集菩薩学論』に引用される「金剛瞳経」

　漢訳「大乗集菩薩学論：には、ド記のように「金剛幌経」または「金剛瞳廻向」という経典

名が4箇所に見られ、そのうちの3箇所にはやや長文の引用が続いている　そのサンスクリッ

ト語原典1シクシャーサムッチャヤ（Si々Sク∫α〃？2｛cα（Ll’（1）：の相当箇所には、VajradhvajasUtraま

たはVajradhvajaparil〕alnanaという題名が4箇所に見られ、3箇所に経典1．・sUtra　ITの引用
§sl

1．　uddharana　）がある、

〈1＞「大乗集菩薩学論：巻第三　集布施学品第一之三

　　　　　（大正蔵、32巻．80頁c5行一82頁b5行）：

　　　　　一如金剛瞳経云菩薩以種種布施十方無量貧窮困苦．受施之者．信菩薩行……

　　　　　tt・…　願諸衆生据師子座得佛神道・於諸．世間如是観察一」〔145行］

　　　SS．1．　Danaparamita　prathamah　paricchedab

　　　　　　ilB，　p22，1．5－p，33．／．10：V．　p．16，　L　32－p22，1．16）：

　　　　　arya－Vajradhvajasatre’py　aha　　’　iti　hi　bodhisattva　annanal！ユ　sarvasatve§u

　　　　　nirvatavan　…

　　　　　　　Sarx’asa［va　L－一一一一」hci　sanapratilabdha　bhavantu　SarVajagadaValOkanlya　iti

　　　　　　　　　　　　　パリ　　　　　（5S．　B．：2031ines　）

；2：ンご大乗集吉薩学論1巻第十五　治心品第十二之二亦名禅定波羅蜜多品

　　　　　吠正蔵、32巻．118頁a25行一c26行）：

　　　　　f”如金剛瞳廻向中説　具足修習菩薩行者一若所見色対治於愛、……

　　　　　……　不堕輪廻離諸険難得佛妙楽現前無礒超輪廻海水断相続照明佛法起大悲故」

　　　　　（57そ］二）

　　　SS．12．　Cittaparikarma－paricchedo　dvadaSamab

　　　　　　lB．p213．／，3－p216，／．5：V．p．117，1．19－pユ18，1．33）：

　　　　　sa　ca　VajradhvajaparinAmanAyam　ukta／sa　bodhisatvacaryay．i　ip　caran　yavatlri…

　　　　　…　samsarasagarad　unmajjayati　tt　buddhadharmaprayuktaya　maitrya

　　　　　spharatityadi　t”　’tt（SS．　B．：501ines）



六乗集；ギ｝1』1i：：．1．；1；SikぷsamUccas－a川引．．り6．．二．1¢豪経におitるば．乏呂：．戸円

．13＞：大乗集菩薩学論」．巻第二．ト　増長勝力品第十六

　　　　　　｛大．正蔵、32巻，128頁b18行一129頁a14行i：

　　　　　　吻］金剛瞳経説　如日R子出現世間独一無侶，所歴境界而無退．転、……

　　　　　　……　不待他請而方救護・無少善根而不回向一以諸衆生而為荘厳，jl56行｝

　　　　．SS．16．　Bhadracaryavidlコilユ5〔〕da§amah　paricchedal〕

　　　　　　（1B．　p278，1．14－p．283，　L　2：V，　pユ・48，／．5－pユ49．／．3L：

　　　　　　　arya－Vajradh、－ajasittre’py　aha　　tadyathApi　nalna　sUryo　devapuira　udavalnano…

　　　　　　＿　　na　parlttaya　pari1〕amanaya　tu凱ir　Illal／ravya　ityadi　　　i∫S．　B．：651ines　．）

・「

4：1大乗集菩薩学論」巻第二卜一　増長勝力品第十六之絵

　　　　　　〔大正蔵32．巻，130頁b2（〕－21行‘：

　　　　　　「如是聞已，畢竜一心依教而行発願［司向．如普賢行二経見金剛瞳経或十地経中説．・2

　　　　　　1．」㍉

　　　SS．16．　Bhadracaryavidhih　S（：）daSamab　paricchedah

　　　　　　〔B．p291，〃．9－10：V，　p．153．！1．12－13‘：

　　　　　　paril〕amal／a　tu　sakalasam，i　ptarya－Bhεldracaryayaiva　　、▼ajradh、－ajap三lril頑man51n

　　　　　　　v自　paSyet

　　　　　　athava　DaSabh〔ullak〔）ktani　rnahapral〕id］ユanani・tSS．　B．：31ines　）

　筆者は従前より「廻向一およびその一形態としての「代受苫：」という概念に関心を懐いてお

り、六．卜華厳中一金1〕｝lr！瞳菩薩｛’廻向品第二．十・．、八卜華厳中li’廻向品第二十五二をはじめ、

：王ie伽師地論二中吉薩地」、大智度論二等の人乗経典および論書：における「廻ll山と一代受

苦」の用例を探していた．その．一環として『．大．乗集吉薩学論」を｛・iEtいたので、そこに．言及され

引用されている「金剛喧経」「全剛瞳廻向」とは華厳経一十廻向品．のことであろうと見当はつ

いていた

　ところが実際にそれらを読み比べてみると、両者が漠然と同趣旨のことを述べているのは伝

わってくるのであるが、きれいに丈言が一致する箇所はほとんど見当たらず、いささか戸惑っ

た　それは、華厳経が各品で扱う事項を十という数に合わせて立論するという構想に拘泥する

あま1）、十種の廻向を設定してはいても、同「異曲の表現が繰り返されるばかりで、内容的に

多様多彩というわけではなく、また第一の廻向から第十の廻liiJまでf氏次元から高次戊tへと修行

の段階が漸進的に「ii］上するというような工犬が為されているわけでもない、冗長で亜複の多い

記述で治れていることに．．・因があるように思われる．

　ri’廻向品」における十種の廻向は、r’i”地品一におけるトの階梯ほどには説得力を持たない，

現行の大部の華厳経が形成される過程において、別行．単本の「1’地経」が十地品として華厳経

に編入された際には大きな意味を持っていたのであろう十という数が、別行の「金剛叩童経」も
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しくは「金剛瞳廻向経」が「金剛瞳菩薩十廻向品」または「十廻向品」として華厳経に編入さ

れる際には余計な制約条件となり、それが数合わせのための増広、水増し加工を誘引した結果、

まとまりを欠いた現行のような形態に至ったのではなかろうか，

　シャーンティデーヴァ（寂天）は『シクシャーサムッチャヤ』（「大乗集菩薩学論Dを編著す

るに当たり、菩薩の行なう廻向に関する記述の典拠、教証として「金剛瞳経」もしくは「金剛

瞳廻向」という題名の別行経典に多くを依拠して引用したのであるが、その経典は増広されて

華厳経に編入されたものとは異なり、過剰な表現や反復は抑えられ、それによりかえって発想

の豊かさ新鮮さが引き立つこととなり、また適度な分量であったかと思われる一このような仮

説を検証するためには、梵本rシクシャーサムッチャヤi中の「金剛瞳経」からの引用箇所の

全文を翻訳すると共に、その漢訳吠乗集菩薩学言底の当該箇所と六十華厳一金剛瞳菩薩十廻

向品」および八十華厳「十廻向品」の相当箇所を比較対照する必要がある．これについては大

体の見当がついているのであるが、紙幅の都合で割愛する．

　本稿では、このように思案する契機となった「代受苦」についての記述を1シクシャーサムッ

チャヤ［中に求めたいと思う，それに先立ち次節において、華厳経十廻向品における記述をも

とに「代受苦」という概念について略述しておこう。

3．華厳経十廻向品に見られる「代受苦」の位置づけ

　大本華厳経すなわちヲ（方廣佛華厳経』漢文全訳には、六十巻から成る旧訳の六十華厳と、

八十巻から成る新訳の八十華厳との二本がある＝六十華厳すなわち佛駄V・友陀羅（’Buddhabhadra，

359－429年）訳：大方廣佛華厳経工六十巻中一金剛［瞳菩薩十廻向品第二十一」（大正蔵，9巻，

488頁a－541頁c・、および八十華厳すなわち實叉難陀（　’Sik＄ananda，652－710年・訳：大方廣

佛華厳経』八十巻中「．1’廻向品第二十五」〔大正蔵10巻，124頁a－178頁b，）は、兜率天宮

｛　Tu§ita－bhavana　’）において金剛瞳〔Vajradhvaja）菩薩〔　bodhisattva　，カミ説主となり、菩薩摩

詞薩の行なう十種の廻向について説くli－e，　（章1である

　十廻向とは、六十華厳によれば下記の十種の廻向である，八十華厳において訳語が異なる場

合には（）内に付記する．

　　一、救護一切衆生離衆生相廻向・

　　二、不壊廻向．

　　三、等一切佛廻向一

　　四、至一切虚廻向．

　　五、無蓋功徳蔵廻向．

　　六、随順平等善根廻向（入一切平等善根廻向1・

　　七、随順等観一切衆生廻向（等随順一切衆生廻向｝．



た乗集、等薩学論SiksasamLlcCaVli所引の翁司1耐粁にお：十る代受ll、　戸田

　　八、如相廻向‘：真如相廻向），

　　九、無縛無著解脱廻向．

　　　　　　　　　　　　　　　　　なアき　　1’、法界無量廻向〔入法界無量廻向｝

　このうち、第一「救護一切衆生離衆生相廻向一は「救護一切衆生」と「離衆生相」の二局面

から成る　ただし、前段と後段との問には両局面をつなぐ過渡的漸進的段階があることも想定

されているようである

　まず、前段の「一切衆生を救護する」廻向の局面では、偉大な菩薩｛菩薩摩詞薩）は布施

1檀1持戒Clコ）忍辱d吉提）精進（毘梨耶1静慮］禅）般若1智慧｝の六；皮羅蜜行を実践し、

大慈大悲大喜大捨・慈哀懲悲歓悦喜堪忍捨・の四無量心を以て修行を積み重ねた上で、「願わく

は、自らの修習した無量の善根が一切衆生にとって有益なものとなりますように　皆を究極的

に清浄な境地に至らしめ、地獄餓鬼畜生閻羅二E等の無量の苦二悩を除去消V4史させ、それらの苫二か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ
ら永く離れさせますように」と思念する

　またさらに、偉大な菩薩は、「私はこの善根を廻向することにより、一切衆生の諸々の呂：悩の

集まりを消滅させるために彼らの家となろう、一切衆生を煩悩から解脱させるために彼らの護

衛となろう　一切衆生を恐怖から離れさせるために彼らの避難所となろう．・一切衆生を悟りの

境地1一切智地に至らせるために彼らの行く先〔趣1をもたらすものとなろう　一切禦生に

究極的な安穏の境地（究克安隠1麹を得させるために彼らに安穏をもたらすものとなろう　一

切衆生の愚かさを滅して智慧の光を得させるために彼らにとっての大きな明知をもたらすもの

となろう　一切衆生の無知蒙昧の闇を消滅させるために彼らの炬火となろう　一切衆生を究極

的な清浄な境地に安住させるために彼らの燈明となろう　一切衆生をノ」便の法に入らせるため

に彼らを導く者となろう　一切衆生に融通無擬の清浄な智1無碍浄智身｝を得させるたy）に彼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コらの主宝臣・大導師となろう」と思念する　このようにして、菩薩の決意表明、乃至は誓願の

形で、第一の廻向の具体的な在り方が示されている　そのうちの前’トは球文護一切衆生一の様

相を呈しており、後半に向けて次第に「離衆生相」の色彩が濃厚になって行く．

　そうして、後段の「衆生の相を離れる」廻向の局而に至って、偉人な菩薩は、自分自身が衆

生の陥りがちな世間的な価値観を離れているのは当然のことであるが、それ以上に他者に向け

て自らの善根を廻向することにより、世間的な苦悩に捕らわれている一切衆生を、その世間的

な在り方から出離させて、出世間的な究極的な悟：1のt“c　1’ti｛究克一切智・へと趣かせることに
　　　ご　ハ

なる

　中国華厳学における7J；．種廻向．という区分を用いるならば、前段の「救護一切衆生二は三

種廻向のうちの「衆生廻向」すなわち衆生を救済するための廻向の典型例である　後段の離

衆生相」は「実際廻向」すなわち存在の究極的な在り方咲際）たる出lli：間的な真実の埋法へ

と向かわせる廻向、あるいは「菩提廻向」すなわち善根をll澗的な果報ではなく出世間的な菩

77
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提d吾川を達成するために差し向ける畑1・Jに相当するであろう・なお筆者は、前者を方向転

換の廻向．B型‘、後者を質的転換の廻向い、型という仮称を以て二分することを提案してい
いり

る

　さて、この第一の廻向「救護一切衆生離衆生相廻向」の前段「救護一切衆生」廻向について

例示する箇所において、J　f’〈1受苦」という行為が提示されている・「代受苦一すなわち「代わ1）

に苦を受ける．とは、本来ならば因果応報の縁起の理法により他者が悪業の報いとして引き受

けざるを得ないはずの「苦を」、或る者が他者の「代わりに」他者の身代わりとなって「受け

る」ことである　その或る者、代受苦の行為主体とは、『£薩摩訂薩、菩薩大十、すなわち偉大

な菩薩に他ならない　この「代受苦一が、菩薩の行なう利他行の最たるものとして、偉大な菩

薩にしか成し逐げ得ない特殊な利他的行為ヒして、称揚されているのである

　「代受苦」とは如何なる行為なのであろうか、六十華厳および八十華厳の次の箇所に、代受苦

の様相およびその行為主体たる菩薩の心情あるいは意志が具体的に描かれている

　　六十華厳、巻第｛一四　金剛1瞳菩薩十廻向品〔大正蔵，9巻．489頁b20行～490頁a3行）、

　　八十華厳、巻第二十三　十廻向品吠正蔵10巻、125頁b27行～126頁a8行）「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　コ　別稿にて、当該箇所の現代語試訳を付してその内容を紹介した　本稿では次節において、そ

のうちのコ大乗集菩薩学論：に引用されている一金剛瞳経一の内の相当箇所を見てみることに

しよう

4．「大乗集菩薩學論」に見られる「代受苦」に関する記述

　前々節〔2．ヲ（乗集菩薩学論2に引用される「金剛瞳経一jにおいて4箇所挙げたうちの、

（3：1『大乗集菩薩学論：巻第二十　増長勝力品第十六

　　　　　‘人正蔵．32巻．128頁b18行一129頁a14行）：

　　　　　「如金剛瞳経説＝如日天子出現LH“FRB独一無侶　所歴境界而無退転

　　　　　　　　不待他請而方救護　無少善根而不回向　以諸衆生而為荘厳」66行I

　　　SS．16．　Bhadracaryavidhib　SodaSamah　paricchedab

　　　　　　‘B．p278．／．14－p283、／．2：V．　pユー18．1．5－p．149．／．3①：

　　　　　arya－、▼ajradhvajas［itre’py　aha　　tadyathapi　nalna　sCI　1“yO　devaputra　udayamano…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトの　　　　　　　na　parlttaya　parinE　manaya　tu雛ir　mantavya　ityadi　・il　SS．　B．：651ines　］

という筒所の中に、前節で触れた華厳経ト廻向品の「代受口口に関する記述に相当する部分が

見出される∵大乗集菩薩学論1のこの第16章は、菩薩の増長勝力c　bhadrac－carv自一vidhPすな

わち行動様式・行動規範・行動力がきわめて優れていることO〕hadra）、究極の域に達してい

ること（paralnita波羅蜜多．到彼岸・を主題としている　このような文脈で「金剛1障経：Vajra－

dhvaja－sutra　i」からの引用文の前半部分SS．　B．　p278，1．14－p281，／．1〔［：SS．　V．　p．148、／．5
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一 p．149，L5：：大乗集菩薩学論1大正蔵．32巻．128頁b］8－c24行1に「代受苦」に関する記

述が含まれているのである．

　以下に、この引用箇所〈3＞を幾つかの段落に分けて、梵本「シクシャーサムッチャヤ』〈3

－ ［］－SSI・、漢訳二大乗集菩薩学論！　’13－［コー学li’、その出典と思われる、六i’華厳／／3－［1

一六）、八十華厳〈3－［］一八〉における相当箇所を並べ示し、特に「代受苦」に関する記述に

ついては現代語試訳を付す．これら4本を比較対照することにより、各文献相互の関係性も見

えてくるであろう

　下記の現代語訳文中、［1内は、原文において省略されている部分を補完するために、語句

を補足した部分、補足的説明である．「　1内は、原丈の直訳を旨とする訳文では伝わりにくい

文意を明確にするために、原語、漢訳術語、現代語での言い換え、本翻訳者による文意の解釈、

解説などを記した、同義的説明である．梵本：シクシャーサムッチャヤー∫〆応融71〃u（・c（t　1’（1　）の

底本としてはベンドール校訂本5S．　B．を用いるが、ヴァイデ〈ヤ本S∫．　V．の頁数と行数も〔　・

　　　　　　　　
ごド　　

内に付記しておく

　　「3－1－S．Sli’SS．　B．　p．278，ノ．14－p279，／．8　〔5S．　V．　p．148、〃．5－8〕：

arya－Vajradhvaja－s〔ln’e　’py　aha　　tad　yathapi　nama　s〔11’yO　devapurra　udayamaii（）na　tiS？hati，

jaty－andha－doS（’　pa　．　na　tiSrhati　gandharva－nagara－d（⊃5el〕a　，　na　tiSti〕ati　carur－dvlpa－loka－d］〕atu－

bi／［lmi－rajo－dosena　．　na　tis！hati　rahva－surendra－do§erpa　、　na　ti§thati　dhama－marpdala－dos．　c’　na　，

na　tiSthari　jam1’）Ci－dvipa－kleSa－do⇒epa　．　na　tiSthati　nana－chaya－doSel〕a　、　na　tiS！hati　viSan〕a－

parvata－dosel］a

　　ill　3－1一学：口人乗集菩薩学論、増長勝力品第十六（大IFI蔵，32巻，128頁b18－23行1：

如金剛瞳経説　如【一けミr出現世間独一無促E，所歴境界而無」旦転．於生盲者不生厭患　於羅喉阿

修羅．E不生厭患　於乾闇婆城不生厭患＝於閻浮提方庭礒悪不生1§犬患　於四天下地界微塵不生厭

患、於諸高山煙雲等障皆無厭患，

　13－1一六㌶大方廣佛華厳経1．六十華厳1巻第1’［∫L川ノd口哉、9巻、489頁a3－6行㌔：

讐如n天子出普照だド　不以盲人6文隠而不現＝又復不以乾周婆城四域塵喧＝阿修羅障閻浮拶1蔭

及静山障．如是等三類』！［量障蔽故　隠而不現．

　　、3－1一八”　1＝ノ∪∫廣佛華厳経∫｛八十華厳）巻第二十．三｛大IE蔵，10巻，125頁al1－15行1：

讐如口天子出現【財1｝］．不以生盲不見故，隠而不現・又復不以乾閨婆城・阿修羅手．閻浮提樹

崇巖遼谷・塵霧煙雲　如是等物之所覆障故．隠而不現　亦復イミ以時節変改故　隠而不現

　　く3－2－SS）S＆B．　p279、〃．3－5　（SS．　V．　p．1・18、〃．8－10）：

evam　eva　bodhisatvo　Inahasat、’ah　smrti－salnprajanya－vipula－gambhlra－cet，i　adina－satvo

gurPa－carya－jltana－cary自vasanalP　5アavan八na　vivartate　satva－drauhilya－do＄aih　，　na　vipravasati
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kuSala－mUla－parinamaih

　〈3－2一学〉『大乗集菩薩学論二増長勝力品第十六（大正蔵，32巻．128頁b23－25行）：

菩薩摩詞薩出現世間亦復如是、以無分別智正念了知，．若為衆生之所損害．不生厭患心無退転

若於菩薩広大善根而牛嫉妬菩薩於彼不生厭患心無退転

　・3－2一六、：大方廣佛華厳経□六十華Wk　’）巻第十四（大正蔵9巻．489頁a6－11行）：

菩薩摩詞薩亦復如是　常正憶念未曽散舌L，深広安諦心無憂感　正意思惟＝悉欲究克功徳智慧

清浄法光普照世間・示眞實義　浄修一切諸法智門・為諸衆生常修善根、一切衆生有無量悪

　・3－2一八⊂大方廣佛華厳経』〔八十華厳1巻第二十三〔大正蔵10巻．125頁a　15－19．行）：

菩薩摩詞薩亦復如是　有大福徳　其心深広＝正念観察　無有退屈　為欲究寛功徳智慧、於上勝

法　心生志欲。法光普照一見一切義　於諸法門。智慧自在．常為利益一切衆生　而修善法

　　（3－3－SS＞SS．　B．　p．279，1．5－p280，1．2　〈S5．　V．　p　148，！！．10－13）：

sarva－（］rSti－kaユu＄ya－doSair　na　vivartate　／satva－kSobha－cetobhir　na　dUrlbhavati・

satva－vina§ta－salptatya　bodhi－salpnaham　na　viSkambhayati　sarva－jagat－

paritrana－prarpidhanasya　satva－kalika－luSair　na　sralpsanaql　karoti　yavad

balaづana－samavadhanena　na　nirvidyate　para－satva－do＄aiS　ca’

tat　kasya　hetoh　anavarana－mar）dalam　etad　udayati，yad　uta　sarva－jagad－viSuddhi－vinayaya

　pe　（peyalam）／v

　〈3－3一学〉『大乗集菩薩学論］増長勝力品第十六（大tl三蔵．32巻，128頁b25行一c4行｝：

若復衆生為邪見垢之所染汚一菩薩於彼不生厭患心無退転　若見衆生常為瞑圭之所纏縛　菩薩於

彼亦不遠離，若見衆牛愚療覆障煩悩垢重，而復破壊菩提種一1－一切世間無能救護一菩薩於彼不

生軽慢一

何以故・菩薩大悲不見衆生有過失故，猶如日輪出現世間　皆令明顕無有瞳障，

　〈3－3一六〉『大方廣佛華厳経』（六十華厳）巻第十四（大正蔵9巻489頁al1－18行）：

菩薩摩詞薩．不為悪衆生故　嫌恨退没不行廻向，不以難調伏衆生故退捨善根不行廻向・

難有衆生邪見瞑濁一於大荘厳其心不転一不捨大願救護衆生　若見衆生濁悪無信不知報恩

修習菩提未曽僻廃一若與愚廃童蒙其事，心無憂悩r

！r・∫以故・我以明浄圓満慧日　出於世問，清浄調伏一切衆生、

　13－3一八〉：大方廣佛華厳経1（八十華厳）巻第二十三｛大IE蔵10巻，125頁a19－26行）：

曽不誤起捨衆生心。不以衆生其性弊悪、邪見目眞濁，難可調伏・便即棄捨r不修廻向、但以菩薩，

大願甲冑一而自荘厳救護衆生一恒無退転，不以衆生　不知報恩退菩薩行，捨菩薩道’／不以

凡愚，共同一慮＝捨離一切如実善根、不以衆生．数起過悪・難可忍受，而於彼所，生疲厭心、

何以故、警如日天子、不但為一事故一出現世間・

　以下が「代受苦」に関する記述〔太字で示す〕を含む箇所である　適宜、和訳を付記する一



大乗集菩薩学論Siktasamtic℃aya所引のf，）　［，ii：1匝経にお：ナるflこ受苦　戸E］1

　　3－4－SS，　SS．　B．　p280、〃．2－7　［LsiS．　v．　p．148、〃．13－18t

yaS　ca　teSarp　sarva－satvanaln　duSkha－skandho　vividhalp　c　ci　varalQIJalp　karlna　sainutthitain

yena　te　avaraniyena　karma口a　buddhan幽na　paSyanti．dharmam　na　Srnvanti．saipgham　na

jananti　　tad　aha叩　te§5rp　tri－vidhan〕　avaral〕iyaln　karm6pacitam　du§kha－skandhel、a

svakena§arlrerp6pfidadAmi　tasu　t．i　su　narak6papatti§v　apaya－bhOmi§u　salnv怒eSu　ca〆

te　ca　sarva．satvas　tataS　cyavantam．ahani　ca　du§kh6pad五nam　upadadami　．　vyavasyami
　　　　ロめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いビリ

utsahe　，　na　nivarte　na　palayarni　n6ttrasyalni　na　sanユtrasyarni　na　bibhemi　na　pratyudavarte

na　vi　．sld　，i　mi

〔和訳〕そして、彼ら一切の衆生には苦しみの集まりt苦盈〕があり、また、種々の所覆の（障

害となりうる！業が共に生起せられていて、その所覆の業によって、彼ら〔一切の衆生：は諸

fムを見ず、法を聞かず、僧伽を知らない．そこで、私は、彼らの三種類の所覆の業が積み集め

られているところのものを、自らの身体を以て苦しみの集まり居檀として受け取るのであ

る．それぞれの地獄への往生において、また、諸悪趣の境地にて共に住まう中において　また、

彼ら一切の衆生は、そこから抜け落ちねばならない　そして、私は、苦しみを受け取ることを、

受け取る、決意する、敢えてする、［それを］IEめない、逃げない、驚き恐れない、恐れ懐かな

い、怖が蠕）ない、引き返さない、意気消沈しない

　13－4一学）：大乗集菩薩学論』増長勝力品第．｝．’六（大正蔵32巻，128頁c4－9行）：

若復衆生愚・凝所覆．不信諸佛不聞正法不識僧［H・自li斤造作種種苦因一或堕地獄傍生鬼界．是時

菩薩見彼衆生造是業已．心不動乱亦不掠揮無有驚畏．発堅勇心不生退転．決定代彼受諸F・1：悩．

　　、3－4一六「7大方廣佛華厳経自／［｛11華蜘巻第｝’四i大正蔵9巻，489頁b20－26行；：

此菩薩摩詞薩．復作是念．一切衆生造作無量諸不善業　因是業故受無量苦、不見如来　不聞IF

法．不識浄僧．此諸衆生・具有無量大悪罪業．麿受無量無邊楚毒、我當於彼三悪道中悉代受苦

令得解脱　我當代受無量苦悩．不以苦故其心退転恐怖1解、怠捨離衆生，

　〔和訳〕これなる偉大な菩薩（菩薩摩詞薩〕は、また次のように思念する＝　　一切衆生は無

量の不善業（悪業）を造作しており、この業ゆえに、無量の苦を受けており、如来を見ず、正

法を聞かず、浄・らかな僧伽を識らない　この諸々の衆生は無量の大悪罪業を具有し、無量無辺

の楚毒峡のような痛苦の害毒）を受けようとしている・私はかの三悪道〔地獄・餓鬼・畜生

界）の中において悉く［衆生の］代わりに1苧を受けて［衆生に］解脱を得させよう　私は無田：

の1鳶悩を代わりに受けよう，苦しみゆえに［私の］その心が退転した：1恐怖したり・解怠したり

衆生を見捨てたり離れたりすることはない

　　、3－4一八ll大方廣佛華厳経li八十華厳1巻第二十三〔大正蔵t10巻、125頁b27－c3行‘：

佛子　菩薩摩詞薩　見諸衆生　造作悪業　受諸重苦　以是障故＝不見佛．不聞法　不識僧　便

作是念　我當於彼諸悪道中，代諸衆生．受種種苦　令．取藪Z脱．菩薩如是・受苦毒時．転更精勤

8］
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不捨不避、不驚不・怖　不退不怯＝無有疲厭．

　　3－5－SS．1．　SS．　B．　p280、〃．7－12　1　SS．　V，　p．148．！！．18－22）1

tat　kasya　hetob　　avaSyam　nirv五hayitavyo　mayfi　sarva－satyan烈lrt　bharo，nAiSa　malna

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　レkaina－karab．sarva－satv6ttarana－pranidhat〕aip　ma1〕〕a　　maya　sarva－saix’ab　parinユ〔，cayitavya，

maya　sarva－jagat　sallユuttarayitavyan〕jati－kant．i　raj”jara－kar〕taradAvyadhi－kantarac八cyuty－

upapatti－kantarat　sar＼2patti－kantarat　sarvapaya－kan亡arat　sarva－saipsara－kantai’at

sarva－dr＄ti－gahana－kantarat　kuSala－dharma－praロaSa－kantarad　ajnana－salnutthi［a－kantarat

tad　ete　maya　sarva－satval〕sarva－kaIユtarebhyal〕parimocayitavy品

〔和訳〕それは如何なる理由によるのか　必ずや一切の衆生の重荷が私によって荷負われなけ

ればならない　これは、私の欲望の為せるわざ［好き好んでするこヒ1ではない　私には、一

切の衆生を救い上げようという［次のような］誓願［がある］．私によって、一切の衆生が遍く

解脱せられるべきである．私によって一切の世間生類が、生の密林から、老の密林から、病の

密林から、死生の密林から、一切の罪科の密林から、一切の悪趣の密林から、一切の生死流転

の密林から、一切の難渋な見解の密千木｛諸悪見難1から、善い教法の壊滅という密林1壊善法

難；から、無知の生起という密林〔生無智緬から、救い上げられるべきである．かくして、

私によってこれらの．一切の衆生は、一切の密林・苦難1から、遍く解脱せられるべきである

　　3－5一学ノ：大乗集菩薩学論！増長勝力品第十六・大19　JI　tt、32巻，128頁c9一ユ21U：

所以者何．我當荷負彼諸衆生・乃至世間生老病死苦悩之難・八無暇難　諸車禽回難．諸悪見難

壊善法難．生無智難　我常畢寛令脱是難

　　．3－5一六1：大方廣佛華厳経二（六十華厳1巻第十四1大正蔵，9巻．489頁b27－29行）：

　　　　　　　　　　　　　　　　　にコ
何以故，我為衆生荷負．重据満平等願．度脱一切生老病死愁憂苦悩』パ］：諸難　iJ－i’i転生死一切邪見

失諸善法愚凝無智・

〔和訳〕それは何故か　私は衆生のために、重い負担を背負い荷って、「生・老・病・死・愁憂

の苦悩、無量の諸苦難、生死を流転すること［輪廻転生｝、一切の邪見（誤った見解・教義〕、

諸の善法の喪失、痴愚にして無智であることといった、それら一切［の苦：とその原因］から［衆

生を］脱け出し超え渡る暖脱〕［ことをさせよう］」という［一切衆生に対して］平等に1向

けられた］願いを［心に1満たしている〔満平等願）1からである1

　・1　3－5一八）：ノ」∫廣佛華厳経」（八i＾華厳・巻第二十三〔大【E蔵，10巻、125頁c3－61’J’　］：

何以故＝如其所願．決欲荷負一切衆生，令解脱故，菩薩爾時　作是念言．一切衆生在生老病

死．諸苦難虎　随業流転．邪見無智　喪諸善法．

　　、、3－6－Ss、．5iS．　B．　p280，！！．12－15　（Ss．　v．　p．148、〃．22－24ヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずロtrSna－jala－sakta　avidya－nivaranavrta　bhava－tl－Srpa－sarpprayuktalユ　pranaSa－parya＼asana

duSkha－parijara－prakSiptaS　caraka－saエpniSrna　a－budhab　pratijia－x’iruddhAh　samSaya－bhUtah
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sadavimatay（：）コkSema－darSinah　a－lli止〕Saral〕a－1（ugalii　bhavarl〕ave　avarta－mapdal，i　ika－cararpiih

pe　「peyala］n　l

〔和沢1［一切θ）衆生は：渇愛の桐に絡めとられてお1）、無明の障擬に覆われており、生存への

渇愛に盲従せられており、破滅への思いに纏わりつかれており、1キ悩の鳥籠に投げ込まれてお

り、牢獄に一緒に住まわされ、賢明ではなく、［自分の1．1二張し約束したことに違背し、疑惑の

存fi：であり、常に承、忍を得られず、不穏当な知見を有し、出離の苦を有さず、生存の海で回転

する円球において，功芹されている　1一本足でいる）者たち1である1．以下省略〔乃至1

　　3－6一学　1大乗集、IC薩学論二壇長勝力品弘卜六’人Ill・茂，32巻．128頁c12－1．11U：

是諸衆生無明所臼1ξ　「乏耐所著　有ll吉所5、IPt　諸苦1止丁∫不生覚T！，止1こ出瑳．常巨妄走送與願相違　於

輪回海一向ば没

　　3－6－，｛　．ノ＼ノ∫廣佛華1『《経∵六十華厳・巻弟1’IJLI　l人lll蔵，9巻、489頁b29－c5行1：

我常悉度免此衆呂二　衆生’1肯乃愛網所纏　．匝明覆蔽染呂二有・愛　為之走使不得自在．縛在．呂二；。戊：随諸

魔業　於諸佛所心’L疑惑　不得出世道、不見安「急1己　常馳∬1三量生死日廣野　受無、量苦

〔和訳〕私はこれら諸々の苫を悉く免れ超え渡ろう　衆生は信に、渇愛に纏わりつかれてお1）、

無明に覆われ、生fllに対’する渇愛・有愛りに汚茉され執行せられており、これのためにあがき

走り同っていて、日由を得ることなく、束縛されて、＋t＋エ：しい獄中に在り、諸々の魔（りよに従・vて、

諸佛に対して疑惑の心を生じ、出世間の道を得ず、安穏け境地を見ず、常に無量の生死の1；Ilt野

を．馳せて、無∵：の爪を乏1十てLる

　　3－6一万、　　．ノ（ノ∫㌧．i，］iiB］↑ξ｛最1、　E二　・ノ＼．ト耳C．｛最．　巻’イノ　：1『　1　．ノミ］上　乏，　10巻．　125只7　c　6－］ofJ’：．

手聴救之　令得出，誰　又話衆生．言縞所纏　寝蓋所覆　染呂：、｝鮪’随逐不捨＝人苦。部t作Lt

業行　福智者「lli　常惇、疑惑　不見安隠虚．不知出離；，ζi在於ル死輪百不息．諸五；於泥・i．r［所没溺

　梵本：シクシャーサムッチャヤ：ではこのあと「金剛［匝経］の引用を一部省略することを記

7．’　Cpe　i）で示しているが、．大乗集菩薩学論二では「乃至」との断り書きもなく「…於輪川海

一 向漂没．我當友住一切智．｝1　…こと繋げて引用している　その省略部分、．3－6一六，　13－

6一八　と　3－7一六．，　3－7一八　の問の中略部分．3一φ　を現行の大本華厳ゴー⊥廻向品一

・ノ（正蔵所載｜により葡一．て示せは、次の通りである

　　　3－0－SS　SS．　B．．．1）S，　V．‘：nil

　　．3一φ二；’：　1人染集二」蔭：〆’；：ニニ産増長勝力d［］1第十六：大｛Eril’く、32巻il該当箇所無し

　　3一φ一六　ソ＼方廣佛華厳経1‘六十華厳1巻第i’［JL｜け（正威．9巻，489頁c5－10行・：

菩薩摩河薩　見彼衆生1儂生死泥受衆楚．毒＝起人悲心．佳益衆生令得．善和」．．免度苦難．1匡根廻向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ以大廻1i’，」廻向　如：1｜i：，：薩廻向．如諸佛所；見大．廻向経廻1∬」　令一切衆生悉得清浄　具足善根究

克一切．智

〔和訳二偉大な；’日：㌧は、かの衆生が生死の泥中に没して楚毒を乏けているのを見て、人悲の心
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を起こし、衆生に善い利益を得させ、苦難を免れさせ超え渡らせる、［この菩薩の］善根の廻向

は、大廻向による廻向であり、三世（過去・現在・未来｝の菩薩による廻向と同様であり、諸

佛の説くところの「人廻向経」にあるとおりの廻向であり、一切衆生に悉く清浄なることを得

させ、善根を具足させ、究童の一切智（無上正等覚）［を成就させる］・

　　3一φ一八∵大方廣佛華厳経［　（／ly十華厳）巻第二十三（大正蔵．10巻，125頁c10－14行）：

菩薩見已　起大悲心　大饒益心　欲令衆生　悉得解脱、以一切善根廻向＝以廣大心廻向，如三

世菩薩．所修廻向．如大廻向経所説廻向，願諸衆生，普得清浄一究寛成就一切種智．

　以一ヒ、「金剛障経」すなわち華厳経「十廻向品」のこの部分は：シクシャーサムッチャヤ：お

よび：大乗集菩薩学論二では割愛されているが、「起大悲心、「大廻向経」等の注且すべき語句

の見られる箇所である

　それでは、：シクシャーサムッチャヤ』および：大乗集菩薩学論この二金剛瞳経」引用箇所に

戻ろう

　　3－7－SSIi・SS．　B．　p280，〃．15－18　1　SS．　V．　p．148，〃．25－27）：

sarva－satvanaln　alluttara－jf｝al〕a－rajya－praτiSthapanarthanユ　aharn　Cal’an／i　　nahalp

kevalanユ　atIna－parilnocanabhiyulくta止〕　　　sarva－satva　hy　ete　nユaya　sarva－jnata－citta－plavena

salnsara－durgad　uddhartavya　，　Inaha－prapatad　abhyutkSeptavyah　　　sarv6padravebhyab

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にニレ
parimocayitavyah，sarpsara－srotasah　pratarayitavya　5tman5　mayfi　sarva－satva－

duskha－skandho’dhva、アasitah、「

〔和訳〕一切の衆生に無上の智の王国を確立させるために、私は行動する．私はただ単に自分

の解脱に専心する者ではない．というのも、これら一切の衆生は、一切智者性を心に浮かべて

いる私によって、行き難い生死流転から引き・ヒげられるべき者たちであり、巨大な滝から引き

上げられるべき者たちであり、一切の諸々の災難から全き解放されるべき者たちであり、生死

流転の暴流から救い渡らせられるべき者たちなのである・この私自身によって、一切の衆生の

苦の集積居藩1が決着せられているのである．

　　3－7一学　＝大乗集菩薩学論．増長勝力品第十六〔大正蔵32巻128頁c14－17行）：

我常安住一切智王．令諸衆生成就義利皆得解脱一唯我一人能為救護一暇使一切世界悉為悪趣．

受苦衆生充満其中

　　3－7一六　『大方廣佛華厳経二〔六十華厳｝巻第十四〔大正蔵．9巻．489頁c10－13行‘：

復作是念　我當悉令一切衆生得無上智王　安隠住壱＝不為自度＝但欲令彼出生死淵、得一切智

心＝抜出衆生悪道瞼谷　救無量苦度生死流、

〔和訳〕また、［この偉大な菩薩は：次のように思念する、　　私は悉く一切衆生に無トの智の

王という安穏な住庭〔菩提）を得させよう　［私は］自ら［菩提へと］超え渡ることはしない

ただ、彼ら（衆生）を生死という淵から脱け出させ、［衆生に1一切智への心（菩提・e・　．）を得さ



な乗集詳薩’了：論Sikミ自samuccaya　l・斤引の金両ll憾バにお1十る代受［Y，　戸田

せ、衆生に悪道1悪趣という瞼谷を脱け出させ、無量の苦から救い、生死の流れを超え渡ら

せることを［私は］欲している＝

　、3－7一八）y〈方廣佛華厳経》〔八十華厳〕巻第二1’三∪＼TE蔵，10巻、125頁c14－18行）1

復作是念我所修行　欲令衆生＝皆悉得成無上智王・不為自身一而求解脱，但為救済一一切衆生

令其成得一切智心　度生死流。解脱衆苦。

〔和訳〕また、［この偉大な菩薩は］次のように思念する．　　私が修行しているのは、衆牛皆

に悉く無ヒの智の干を得させたいと欲するからであり、自身の為にではない一そうして、解脱

を求めてはいるが、それはただ、一切衆生を救済する為に、それ［・’一切衆生・に一切智者・覚

者の心を得させて、生死流転の流れを渡らせて、もろもろの苦から解脱させたいからなので

ある・

　　3－8－SS’SS．　B　p280、1．18－p．281，／．2　｛言S．　V．　p，148，〃．28－30　v：

y，i　vad　utsahe　’harn　sarvapaye§u　sarva－loka－dh烈τu－paryapanneSu　sarva－du＄kha－vasaIユ〕

allubhavitum　　na　ca　Inaya　sarva－satval〕kuSala－ln〔llair　x▼aricitavyab　’vyavasyalny

aham　ekaikasminn　apaye　’paranta－koO－gatan　kaLp2n　samvasayitum　、　yatha　caikapaye

tatha　sarvapaya－niravaSeSa－sarva－loka－dhatし1－paryapanneSu　sarva－satva－parinlocana－nidanalP　ttt

〔和訳〕私は、一切の悪趣における、一切の世界の悲惨な境遇における、一切の苦の住居とな

る借を持続的に経験する・ことに堪えうる　また、そうである限りは、一切の衆生が、私に

よi）、諸々の善恨によi）、欺かれるようなことはありえない‘必ずその恩恵を受：ナる’私は、

個々の悪趣に、栢こ・1（劫‘尽未来際劫｝、共に住むことを決心している・また、個々の悪趣にお

けると同様に、一切の悪趣および余す所なく一切の世界の悲惨な境遇における、一切の衆生を

解脱させることθ）原因［となることに私は堪えうる］

　．「3－8一学〉：大乗集菩薩学論』増長勝力品第十六〔大tE蔵，32巻，128頁c17－］9行｝：

以我所集一切善根　平等週向無不與者、乃至最後邊際所経時分　一一悪趣消波無鹸　一一衆生

皆得解脱．

　　3－8一六　y〈戊∫廣佛華厳経』〔六十華厳）巻第1’四（大」E蔵，9巻、489頁c13－181巾：

復作是念　我當為．切衆生受無量苦、令諸衆生悉得免生死沃焦　我富為一切衆生一於一切利・

切地獄中　受一切苦　終不捨離　我當於一一悪道詰」諌劫　代諸衆生受無量苦

〔和訳〕また、［この偉大な菩薩は］次のように思念する　　私は一切衆生のために無量の苫

を受けて、諸々の衆生を悉く生死という沃焦（肥沃な焦一しから免れさせよう・私は一切衆生

のために、一切の国ヒ、．一切の地獄の中において、一切のβ1二を受けて、最後まで［切の呂：を］

捨離しないでおこう　私は悪道の一々において未来の劫の尽きるまで、諸々の衆生に代わって

無量の苦を受けよう

　13－8一ノ＼　1大方廣佛華厳経ll八十華厳）巻第．1i’二〔大正蔵10巻，125頁cl8－21行‘’

s、5
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復作是念　我富為一切衆生　備受衆苦・令其得出無量生死．衆苦大堅　我當普為切衆生　於

一 切世界・一切悪趣中　孟イ諌劫、受一切苦　然常為衆生　勤修善根

〔和訳〕また、1偉大な菩薩は］次のように思念する　　私は一切衆生のために詣々の苦をつ

ぶさに受けて、［一切衆生に］その無量の生死から、諸々の苦の大室1堀・溝・から出ることを

得させよう．私はあまねく一切衆生のために、一切の世界、一切の悪趣の中において、末来の

劫の尽きるまで、一切の苫を受けよう，そうして、常に衆生のために青根を修め勤めよう

　　！3－9－SS．　．SS．　B．　p281，　IL　3－6　r・　SS．　V．　pユ48．　IL　30－33　，i：

tat　kasya　hetob　varalp　khalu　punar　aham　eko　duSkhitall　syaIp．na　cCme　s：lrva－satvEftb

　　　　　　　　　　　　　　　　　ドニト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にり
ap自ya－bhαlni－prapatitalユ　maya　tarratlna　bandhako　datavyalユ　sarva－jagac『ca　nihkretav｝’a叩

　　　　　　　　　　　　　　　　　にコ
naraka－tiryag－yoni－yaエna－］oka－kanrarad　ahaip　ca　sar＼a－satvanaln　arthava　sarva－duskha－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
‘，、）

Vedana－Skandham　anena　SVakena　Sarlrenanubhax’evam　　SarVa－SatVa－nidan乏Un

〔和訳〕それは如何なる理由によるのか＝兎も角も、これら一切の衆生が悪趣の地に陥ってし

まうよりも、私一人が苫しみを受ける者となりうることの方が、むしろよいことなのである．

私自身によって、そこ・悪趣の地）において、束縛するもの‘補足者、拘束共が：私に］与

えられる〔私が束縛され人質になる・べきであり、そして、一切の世間生類が、奈落や畜生の

胎内や閻魔の世界り也獄・畜生・餓鬼界‘という険難処1にノ＼質として囚われの身となってい

る状態］から買い戻されるべきなのである・そして、私は、一切の衆生の利益の為に［彼らの］

一 切の苦の感受の集積を、この自らの身体を以て経験しよう　［そして］一切の衆生［を解脱さ

せる］原因1となろう］

　　3－9一学　一大乗集菩薩学論二増長勝力品第十六［ノdE蔵．32巻．128頁cl9－20行）：

若使一人未離苫者　我當以身質而出之

　　3－9－71’　．・大方廣佛華厳経，‘六十華厳｝巻第1’IJil［大正蔵．9巻．489頁c18－2f’）行1：

何以故．我寧濁受諸苦　不令衆生受諸楚毒・當以我身免蹟一切悪道衆生　令得解脱

〔和訳1それは何故か　私が独りで諸々の苦を受けたならば、衆生に諸々の！逢毒を受けさせな

いで済むのだから　［私は］我が身を以て、悪道にいる一’切の衆生を免じ蹟い、［衆生に苦から

の］解脱を得させよう一

　　3－9一八　7大方廣佛華厳経c・八十華厳）巻第二i’“一：「大正蔵10巻．125頁c21－24行・：

何以故、我寧掲受如是衆（・1：不令衆生堕於地獄・我當於彼地獄畜生，閻羅王等　険難之虞

以身為質　救蹟一切悪道衆生　令得解脱＝

〔和訳〕それは何故か．私が独りでそのような諸々の苫を受けたならば、衆生を地獄へと堕さ

せずに済むのだから　私はかの地獄や畜生界や閻羅⊥等の険難の場所において、身を質と為し

て、悪道にいる一切の衆生を救い蹟い、［苦かc）の］解脱を得させよう



大乗集菖口学疏Slk＞三1Sと↓muCCaya所り1の金剛瞳経における代受JL・戸田．

　　：3－10－SS’）SS　B．　p281、！！．6－7　（S∫V．　p．148，乙30－p．149，1．1）：

ahaip　ca　sarva－satvanalp　I〕ratibhavyaln　utsahe　satya－vadl　pratyayito　’、・isalpvξidakal〕　／

na　ca　maya　sarva－satvalp　parityaktab

〔和訳〕そして、私は、一切の衆生にとっての、信頼の置ける、無謬なる、真実を語る者であ

り、保証人となることに堪えうる　また、一切の衆生が私によって見放されることはない．

　／3－10一学》：大乗集菩薩学論．増長勝力品第十六〔大正蔵、32巻，128頁c20－22行｝：

願諸衆生因我身故得蓋苫際獲安〔巨楽　各各楽出真實語言　勿相欺読不生損害

　　3－10一六1・・　r’大方廣佛華厳経．・六1’華厳）巻第十四（大正蔵、9巻、489頁c20－22行）：

菩薩摩詞薩　復作是念　我悉當為一切衆生　作誠實語者：離悩害心不捨衆生．

〔和訳〕偉大な菩薩は、また次のように思念する　　　私は悉く一切衆生のために、誠実な言

葉遣いをする者となり、人を悩まし害する心を離れ、衆生を見捨てぬようにすべきである、

　　3－10一八．V〈方廣佛莱厳経．〔八十華厳1巻第二f一三i大正蔵，10巻、125頁c25－26行1：

復作是念　我願保護一切衆生　終不棄捨　所言誠實　無有虚妄

〔和訳1また次のように思念する　　　私は一切衆生を保護することを願う　決して見捨ては

しない　［私の］言うことは誠実てあり、嘘偽りはまったくない．

　　3－11－Ss　Ss．　B．　p281，〃．7－lo　I　Ss．　v．　p．149，！！．2－5‘：

tat　kasya　het（／）　b　　sarva－sat＼’Eirainbal〕o　Inama　sarva－jfia［　．i　－citt6tpada　utpanno　yad

utasarva－jagat－parinnocanaya　　　na　c2hani　rati－kamataya　’nuttarayal打　samyak－saipbodhau

　　　　　　にバノ
saipprasthito　napi　pafica－kama－gLIIIta－1’aty－anubhava1ユaya　nap｛　kan〕a－viSaya－niSeval〕aya

na　caham　any⊂）nya－kama－dh　ci　tu－paryapanna－rati－vy〔lha－samudanayanaya　carami　bodhisatva－

caryalp

〔和訳〕それは如何なる理山によるのか　私には、・一切の衆生を所縁とした、一切智者性・悟

：川への発心が生起していたのであり、これはすなわち、一切の世間生類を遍く解脱させるた

めなのである　ただし、私は、快楽への欲望によって無上正等覚に向けて発趣したのではない

し、また、五種の欲望（五感官の快感刺激およびその対象に対する欲望）の徳性による快楽を

経験するためでもないし、欲望の対象に奉仕するためでもない．また、私は、各別々の欲界に

充満している快楽の大群を掻き集めるために、菩薩行を行なっているわけではない

　・3－11一学ンヲ（乗集菩薩学論1増長勝力品第十六　大正蔵，32巻、128頁c22－24行）：

我當令発一切智心離五欲境行菩薩行＝畢覚安住無ヒ正等菩提、

　　3－11一六　一大方廣佛華厳経．1六十華厳1巻第十四け（正蔵．9巻、189頁c22－24行）：

何以故　我因衆生獲菩提心　度脱一tj〕不求尊貴　不求五欲．不求世間種種楽故　行菩薩道

〔和訳〕それは何故か．私は衆生に因り、菩提心を発する　一切を超脱して、尊貴を求めず、

五欲の充足を求めず、世間の種々の楽を求めないゆえに、菩薩道を実行するのである，
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　ll　3－11一八）「大方廣佛華厳経』（八十華厳）巻第二十三（大正蔵10巻，125頁c26－28行1

何以故c我為救度一切衆生。発菩提心、不為自身。求無上道，亦不為求五欲境界．及三有中、

種種楽故、修菩提行，

5．「代受苦」等に相当するサンスクリット語原語

　サンスクリット語での「代受苦」の原語は判然としていなかった，この語およびその類語に

より示される概念に言及している文献のうち、漢訳と対照可能なサンスクリット語原典が現存

するものは少なく、「琉伽師地論（｝万頭τ∂グαわノz／7〃ID2中「菩薩地（Bodhisattvabhtuni）」が、

期待されうるほとんど唯一の資料であるように思われた、そうして、筆者はかつて「菩薩地」

中に僅かながら．ド記のような用例を見出した

　　duhkhodvahanacitta（dubkha－udvahana－citta）　〔BB／1，　D．　p．170，！！．1－2〕

　　代受苦心〔楡伽師地論．菩薩地，大正蔵．30巻．537a〕

　これにより「苦fduhkha）」を「代受すること｛udvahana）」が「代受苫」の原語として措

定されうる一

　また、「代受苦」と明記されてはいないが、同趣旨の内容を表わしている用例が．1例、見出さ

れた．

　　sarvaduhkhayatanaprakaramS　c6dvahet　LBB／1．　D，　p，169，〃，23－24．

　　於一切種治罰大苦：為諸有情悉能堪忍〔琉伽師地論，菩薩地．大正蔵，30巻，537a〕

　　aham　utsahamiti　sattvanam　duhkh亘panayanahetoh〔BB／1．　D．　p253，〃．20－21〕

　　亦能忍受＝為除一切有情苦故，〔王1渤n師地論菩薩地大正蔵30巻565a〕1

　この二例のうち前者にはudvahanaという名詞の語源として想定されるud－、　vah一という動

詞の可能法の定動詞形udvaheいPotential　or　Optative，3．　sg．　Dが見られる・この語が漢訳で

は「代受」ではなく「能堪忍」と訳されている，後者は「私は持ち堪える、という　一切衆生

の苦を除去するためという理由により．」という内容から、「代受苦」に相当する行為が表明さ

れていると判断しうる用例である1ここに、ut－1　sah一という動詞の定動詞形utsahami（lndica－

tive　Present，　L　sg．　P．）が用いられており、この動詞は「支え上げる，持ち堪える」を原義とす

るので、この語が「忍受」と漢訳されているのはごく自然であり、また「代受」と意味的に重

　　　　　　　　　　　　　ピモリ
なるところがあると思われる、

　これらに加えて、前節で見たように1大乗集菩薩学論」：シクシャーサムッチャヤ1に引用さ

れた「金剛瞳経（Vajradhvaja－s［1tra　）」中、＜3－4　－SS》、　tl　3－5　－SS＞、〈3－7－SS＞、〈3－8－

SS＞、〈3－9－SS＞に「代受苦」に相当する語の用例が幾つか見出された，対応する漢訳と共に

抽出して並べてみよう。

　　〈’　3－4　－SS＞aha叩…du§kha－skandhena　svakena　Sarlre46ptidadfimi〔SS．　B．　p280，　ii．　4－5



　　　　　　　大乗集肖二薩1学論Slksasalnuccaya　ri斤引の翁IJr］・瞳経における代乏苫；　μ田

　　　　　　：V，p．］48．〃．14－16〕

、3－－1－SSI・aharp　ca　du§kh6p5d亘nam　up5dadfimi．vyavasyami　utsaheこ．StS．　B．　p．280，！1．5

　　　　　　－6：V．p．148，〃．16－17〕

／3－4一学〉是時菩薩…決定代彼受諸苦悩一〔大乗集菩薩学論、大正、32巻128、c6－9〕

C3－4一六〉我當於彼三悪道中悉代受苦令得解脱　我常代受無量苦悩．〔六十華厳，大正．9

　　　　　巻，　489．b24－26〕

、3－4一ノ∵我営於彼諸悪道中．代諸衆牛　受種種苦　令其解脱．〔八十華厳，人1ド，10巻，

　　　　　125．b29－c1〕

3－5－SS、　avaSyaIp　nirvAhayitavyo　may亘sarya－satvanAip　bhfirah〔5S．　B．　p280，／．8：V、

　　　　　　p．148，i．18〕

・、3－5一学：tt我當荷負彼諸衆生．乃至世間生老病死苦悩之難　〔大乗集菩薩学論，ノ＼エE，32

　　　　　巻，　128，c9－10〕

（3－5一六ノ我為衆生荷負重澹満平等願．度脱一切生老病死愁憂苫悩〔六十華厳、大IE，9

　　　　　巻，489，b27－28〕

13－5一八1如其所願．決欲荷負一切衆生．令解脱故　…〔八1’華厳、大正．10巻．125、c3

　　　　　－6〕

3－7－SS「亘tmana　mayZ　sarva－satva－du§kha－skandho＄dhyavasitah〔S∫B．　p280．1．18：V．

　　　　　　P．148、ノ．27〕

3－7一学　piil我．・人能為救護　…受苦衆生充満其中　〔大乗集菩薩学論．大正，32巻、128、

　　　　　c15－17）

3－7一六）抜lli衆生悪道瞼谷，救無量苦度生死流　〔六十華厳．大正．9巻．489，　c　12－13〕

〈3－7一八1但為救済一切衆生，…度生死流　解脱衆苦　〔ノk－i’華厳，大正、10巻，125，c16

　　　　　－18〕

3－8－SS　　yavad　utsahe’haqi　sarv　，i　p　．i　ye＄u　sarva－loka－dhatu－paryapanneミu　sarva－du§kha－

　　　　　vasam　anubhavitum・〔SS．　B．　p280，〃．1，9　－19：V．　p．1・！8．1．　28〕

「3－8一学　以我所集一切善根，…一一悪趣消滅無齢．〔大乗集菩薩学論．大」E，32巻，12S．

　　　　　c17－　19〕

／t3－8一六　我當為一切衆生　於一切刹一切地獄中　受一切苫　終不捨離．我當於一…悪道

　　　　　蓋未来劫　代諸衆生受無量苦．〔六十華厳，大iE、9巻489，　c！4－18〕

v3－8一八．我常為．一’切衆生・備受衆苦・…我當普為・切衆生．於一切世界　一切悪趣中

　　　　　書未来劫　受t一切苦、〔八十華厳、大TE，10巻，125．　c　18－21〕

K3－9－SS）s，・arar！’1　khalu　punar　aham　eko　du§khitah　syalp，na　cξme　sarva－sat、－alユ

　　　　　　apaya－bh〔imi－prapatitah　　〔SS．　B．　p281，〃，3－4：V．　p．148，1．31〕
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　13－9一学〉若使一人未離苦者　L大乗集菩薩学論、大正、32巻，128c19－20〕

　13－9一六〉我寧1蜀受諸；‘『．不令衆生受諸楚毒，〔六十華厳，大正，9巻489，c18－19〕

　　、3－9一八〉我寧猫受如是衆苦　不令衆生堕於地獄　我當於彼地獄畜生　閻羅王等　険難之

　　　　　　虎　〔八1’華厳，大正，10巻、125，c22－23〕

　これら少数の用例からではあるが、ud－v　vah－「運び上げる．持ち堪える」，Ut－i　sah－i〈ud－

xsah－‘「支えヒげる．持ち堪える，　u」’能である．，upa－a－v「da－「取i）上げる、受け取る一とい

う動詞、およびそれに由来する語i　udx’ahana等）が、対象物を表わす語としてdu上〕kha・duSkha

一

苦一等、あるいはf’段を表わす語としてsx’akena　Sarlrena　r自らの身体を以て：等の語と共に

用いられている場合に、代受苦」に該当する行為が表示されている可能性があると言えるであ

ろう

　「噴い1あがない］一という語が「代受苦」の具体的説明の中で用いられているのが、耳目を

引く

　　3－9－SS　　エnaya　tatraun烈　bandhako　datavyab　　　sarva－jagac’ca　nihkretavyalp　naraka－

　　　　　　　tiryag－yoni－yama－loka－kantarat〔5S．　B　p281，〃．4－5：V，　p．148、〃．31－32〕

　　3－9一学1我當以身質而出之。〔大乗集菩薩学論，大正，32巻，128．c20〕

　　3－9一六　當以我身免蹟一切悪道衆生　令得解脱．〔六十華厳，大止，9巻、489，c19－20〕

　○－9一八）以身為質．救蹟一切悪道衆生、令得解脱、〔八十華厳大正．10巻，125，c24〕

　衆生が自らの作した罪業の報いにより地獄や畜生や餓鬼の境遇で囚われの身になっていると

きに、菩薩摩訓薩は地獄等に赴き、彼らの身代わりに人質になろう、と願うのである　まさに

地獄に佛塔薩）．菩薩摩詞薩とは、観音菩薩や地蔵菩薩などの偉大な菩薩を指すのであろう・

さてここで「‖責一と漢訳されているところのサンスクリット原語は、nihkretavyalp（nis－1’kri－，

GerUndive．　N．　sg．　n．）「買い戻されるべし」である、意外にも、正しく直訳されていたのであっ

た．

6．小結

　上に、梵本1シクシャーサムッチャヤ1、漢訳：大乗集菩薩学論：、六十華厳、八十華厳、こ

れら4本の文献の相互に対応する箇所を並べて見た結果、次のような傾向があることが判明し

た．

　全体的に言えることは、これら4本はつぶさに対応しているわけではない、

　漢訳「大乗集菩薩学論］中の「金剛瞳経」からの引用文の語彙は六十華厳より八一卜華厳のそ

れに近い

　漢訳「大乗集菩薩学論」は省略が多く、梵本rシクシャーサムッチャヤ：の抄訳と見倣して

よい、
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　梵本の引用文の方が出典の六十華厳あるいは八1’華厳と内容的によく対応している部分も見

受けられる．ただし、その引用文の配列と分量が現行の大本華厳経と一致しているわけではな

い

　シャーンテfデーヴァ峨ノ◎は1シクシャーサムッチャヤ！を編著する際に、Vajra．

dhvaja－s〔ltra「金岡「腫経」の梵本を手許に置きながら、かなり恣意的に重要箇所を選び出して引

用したのであり、また、彼が参照していた梵本「金剛瞳経」は大本華厳経（六十華厳、八1一華

厳）に編入される以前の、別行単本経典であったものと想像される、

　特に「代受苦」に関する記述については、・’｛　1’華厳および八十華厳の当該箇所のノごドが、梵

本＝シクシャーサムッチャヤ！に引用されていることが確認できた、漢訳＝大乗集菩薩学論二

は、元より幾分杜撰な抄訳である．ヒ、訳語の選完も六］一華厳および八十華厳と異なるため、対

応箇所を見出すにはやや困難を伴った　それでも、梵本：シクシャーサムッチャヤ」にお！tる

「代受苦一に関する記述部分は、六卜華厳コこ剛瞳「宇薩十廻向品一および八十華厳「十廻向品一

中の当該箇所の内容と比較的よく一致していた　そのおかげで、「代受苦一およびそれに関連し

た漢訳1ム教術語のサンスクリット語原語の同定と、華厳経「十廻向品．中の関連筒所のサンス

クリット語原文の回収という、筆者の所期の目的はほぼ果たされた，尊聖シャーンテCデーヴァ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　レ師が、筆者の乞い求める資料を遥か昔に」’寧に書き写して今に伝えていてくれた御蔭である

　目ドの課題としては、梵本］Jシクシャーサムッチャヤ〔＆た池∫σノ〃〃α・の，〔九と漢訳1大乗集、tJtil

薩学論二中の「金剛瞳経」「金剛瞳廻向」からの3箇所の引用文のうち、i　1、．12｝、および

3’のうちの、今回割愛した部分について現代語訳するとともに、六十華厳「金剛瞳菩「：｝菱1’廻

向品一および八十華厳rr’1’廻向品二における対応箇所を明らかにしたいところである
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　佛子．何等為菩「完摩詞薩廻向．菩薩摩詞薩廻向有．十’去来今佛悉y；一演見　何等為ト．
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　　　　　1．大戊J『｜責！弗華厳経二　八卜華厳　巻第二1’二　大正蔵．10巻、124藝c2s行一125頁al行．：

　　　佛｛・菩．窪塞訂薩．以元昔菩根．如i是廻向　．・干㌻饒益一切衆生．究寛皆令得・切P：：

‘14　拙稿、戸田裕久’　71！11向と代受苫　　　1華厳il．己「十．廻向品．を中心に一：仏教思想”；：：会二借敦阜．i第51弓．．

　　　2↓）09年、1－12頁．1－2頁　拙稿「廻｜CrJと代受．苫二　　抜苫・受苦・忍呂：〃．）菩薩行に関する一一考察‥立正ノ＼学

　　　i］三華経．文fヒ行汗ヲξ亘斤　：｛去≧匡之イヒ｛∂「ハヒt’　り写36号．，　201（！有三，　17－46頁．．　18－19n

・15．拙稿一ZLN向と代・受苦　　　r華厳経」一卜廻向ISII］一を中心に」｛前掲．2009年1．1－1　L！　L’t、15－2（．）頁＝拙稿　廻

　　　向と代受苦　　抜苦・受苦・忍苫の．、1’1漠行に関する一考察一1前掲．2010年．33－3虜’｛，．14－16頁

116　梵本の校訂者セシル・ベンドー1レが着丁．し、彼の没後は共訳者W．H．　D．　R・uscがL・．luis　de　ia　X’alldje

　　　Pり脂sil：の話力を得て完皮1一た、　E訳イ．こにおitる一金剛憧縫一　3　．部’li箇所は次・、）通；1である

　　　Sik．x）fisfi〃Ufビビζ4w．’－a　C・〃ψθ、’ぱ∫1∫〃ル〆β〃・∫・／ノ〃．stτ1］rf（’h　i）？．gr　c・・〃ψ／「／、．，∫1ハ・Sc2〃ti、k’vαc／li、．ノハ・f＞’““r　E“u’∴，’げ

　　　J／ahrJ．cv2〃rt　S27か’α∫，　T］・ansiated　fr（．）m　the　Sanskl・iてbv　Cecil　Benda！l　dnd　W．　H．　D，　Rouse．Firsr　editi“n：

　　　Lond（．・n．1922：Second　editi（．）n：1　lotilal　I／3anarsidass．　Delhi，1971　i，　p255，／．12－p．25S．／．2．1．

i17　なお、［t本⊇クシャーサムッチ）｛ヤ．：の原．文を提示するに当たり、あs，かじめ次の2語に注意喚起して

　　　おく．ことにより異同を逐一注記することに代えたい一ベンドール校訂本、＜S，B．では写本にもとづきsatva一

　　　とある語が、ウ’アイデfヤ本．siS．　V，ではすべてsaててva一に直されているが、ぺS，　B．に従い、　satva－，　bodhi－

　　　Sauva－，　niahasarVa一等とする　また、．S’S．　B．ではdUSkha一とある語が、．Ssi，　V．ではすべてdUhkha．とされて

　　　いるが、SS．　B．．に従い、　duskha一とする

．］S　＼S，B．　p．28〔｝．／．6　．　SS．　V．　p．1・iδ．　i．17・：x’、・avasvami　utsahe：ま写本にはx’vavasvamutsaheと．ある　SS．　B．

　　　p．28日，rMe　2‘　なお、　Ut－1　sah－1、「V‘にはrnl’能．できる．敢えてする，試みる．　bt｛：ぶ一等；の：ご：味がある、

　　　漢訳仏典では頂き．忍堪忍，能堪忍一等ヒ訳されている．荻原雲来，’1．舗1ノ＜辞典．．1．．151兵参li召．

・19．∬B．P．280．〃．6－7・∫∫，　V，　P、1・4S．　1．17．・P・layalniについて、paliiy・・1Ai鯉げる□まアートマネーパ

　　　ダ動詞であり、palayeとするけが．正しいが、ここではパラスマ．でハダのノ、称語尾がiuいられている．

・20‘SS．　B．　P280．／．9・P・・il…cayitElvya　．・n・ya…：5S．　V’．・P．1・ILS，　i．］9・P、・il。。c、yit、。yal〕，。。ya…

121‘六f’華厳に「度脱一切生老病死…」とある部分は、文脈から判断して八i’華厳の「令得出離一に合わせて

　　　使役の「令」を補い一［令］度脱一・切牛老iji；：）死…」として読む、

（221SS．　B、　p280，1．13　（∫S，　V．　p．］48，／．23）：p】・al〕aSa－paryavasana［1］］のpal・ya、・asana一は　「終，尽，究克」　を意

　　　味する語で．あるが、paryavaSthana一ぷ3！、纏縛，著．心惑．倒起惑，諸牽引．1眞」の転批との見解もある

　　　㌃t和大辞典9763頁参照．試訳では「破滅への思いに纏わりつかれており1と訳した．

：23．六十華厳の一令…具足善根究克切智りは、八．卜華厳の一願…究党成就一一り」種智」を．参考にして、7令…

　　　具足善根⊂成就：究寛一切智．と補って訳す＝

［24　SS．　B．　p．280，1．18：pratarayitav5ウa　fi，　tlnana…：∫S．　V．　p．148．／．27：p1’at加“ayhay『y泊〕　a〔mana…

‘25・ss．　B．　p281，／．4・5s．　v，　p．148，1．　3L）i：1atratmaとあるが、書写の際にli‘1・節分を書き落したのではなかろ

　　　うカli　．lllしくは、［au・atmanaであろうと．巳1、われる．

（26）SS．　B　p281、／．4：nil）kretavyalp　l　SS．　V．　p，148．／．32：niskretavvam　これは注〔17）で示したSS、　B，：duskha．：

　　∬．V．：dubkha一と1重転しているが、連声規1｛il　l：、　i音またはu音を直前にイ1’するh，5一は後続するk音または

　　kh．音と接するとき、任意に1〕音または5音になりうるのであるから、何ら問題はない．

　　－ib＋k－〉－ibk－　－iミk－．－ih＋kh－’〉－ihkh－　－iSklユーt・ub＋k－〉－ubk－　．uSk－，－Lllll＋kh．　　－ul〕kh－　－uSkh－

・27i　SS．　B、　p．281．／．5：－kamarat　aharp　ca…：　SS．　V．　p．148．1．32：－kantarat　aham　ca…



㌧；口耗．：」；；／：lt．1．i「．1：：．，．トg　Sii・：sasan．lucc［｛i・a　ri．「i’引の金三「］rP童≒±にお；＋る「1こ・乏・、11∵　．．1輌lli 95

28！SS．　B，　p2Sl，〃．5－6：SS．　V、　p．］4S，／．33：…sal’lrenanubha、’eyaln　　sarvasaしv：mklal／amaha［ll　ca…

　　　こ」．）よ”）に・．くンドーし｛・2，i丁1㍉「ユ・1アイテ1．／ヤ4〈も共に、Sarlrepanubhax’eyainとsal…asa｛vanidi：mamaha［1・の

　　　問にf・」読符号　出IIユda．を｛・1’：テて、　sa］－y・asarvanid　，i　nalnをaham以下のk．c・「）冒坦に置いてc・る　・．かし、

　　ahalp　caのcaという抜続詞のflir：置かろahamが文頭（・つ語で．あると推測ごれ、また／；〔脈から判Ulしても

　　sとlrVasatvani⊂ianamは［1’i：前・：・］．）Z一の1口．≡に置力．・れるべきものと思われる　従一．1て’、1リ；涜符りL．のf・1’：置を次．．〕）よ：1・

　　　に修∩∴て読む　…Sarirer．uinubhax・eyam　sarvasal・－anidt．nam　ahagi　〈：a…．なお、　sarva－sau’a－nidanam　lま

　　　少し前．‘SS．　B．　p．2S］．！2；SS．　V．　p．］48．／、3〔・〕・に見られるsarva－sarva・parimocana．nidan三lmと［irlじでな（ては

　　　意味か．通らない　Eii：”j：・力際にpal’imoCanaを喜き漏らLたか、原．本において批にその語か省略さオLていたか

　　　のいずれかてあるが、おそら．〈前．苔’で．あろう　ここでは強いて校訂本に修正を加えず、pal’imac乏maを稲一’

　　　た形で翻訳するにヒヒめる

．29．．slS、　B，　p．281，／．9：salpp1’astlユil（）n：lpi…：SS．　V．　p．149，ノ，3：sanpprasrhiia上〕．　1／api・一

ほO！拙稿一廻llllと代受’　Xl：　　抜、↓9T：・受．、f“T：・，已、苦の菩窪行に関する一考察一：．前掲，2010f卜：．27－28頁，．11－－12

　　．頁　拙稿，lrLll裕久一加｝1〔経探玄記における代受苦」｛：．立正大学大学院£学研‘フ巳［：｝・紀要1第34り『、2018年，

　　1－ll貝’：‘7頁．］］n

31L≡↑ζ波経「｝’廻向品一全体：うミかな；パり分量であるのに比して、二大乗集菩薩学：論．．にり「川される1．金同llr瞳経．．

　　　まプL：ま　　‘ごぼ［1］；匡．廻i［’1］．㌦．）之「芦㌧．）．呈；まこ1まど多く1まなLli、　’そ］し1二もカ・カ・iっら『デ、　シャーンテ　ぐi‘’一・ヴ・t1：二．より

　　厳選された引用．之「の中に、苗者’が強く閨心を寄せているrtt受．苫．に閂する記述がf・iまれているのを見つ1＋

　　たとき、筆呂幽は静かに買；：i31：㌧た　1｝．ンスクリ．tttト語原眞でのf9：ilを知るためのilい辛：な資目．に巡り合えたニヒ

　　　に、密かに興奮㌧た　二の・；㍗璽な．巡llあわせに、不思議な縁すら．感二た　㌧は．らく二て、か，コ，一・）　tie；：聖シ．∵一一ン

　　テ1’デー市コ’師も、こゾ小」じ持k’に．t・揺さふられたのだ、ヒ思い至一・一．たとき、・一「・数百年の時．り「ll3たi）を超

　　えで、Uいがji］三した！、ミが1，　rこ、’L・が震えた　・‘巴率・だにて・i亘．にf弗法を説き：；、P↑う翁「別市豪、：口還、そして、敢二て五遊

　　　：二｛［三T＿．1：￥F∫峯｛J’を、、兄き　1‘1ら｛「二‘～：↑’1）：‘：ノ（i・“i’〉≧：こ、　甚1渠レ「）幸え，巴．三茎三射μ）．乞こをi／∫L’こ・1元｝ぼミT＿　ξミえこ、　　ま〆〆こ、　二÷・ノ）」カ｛tii・ノ）元三

　　向を以て、i比，、に遍く安寧ヒ健勝のあらむことを祈念Lつつ、

安田治樹博士の古稀の芳壽を言祝ぎ 謹んでこの小論を奉早致します
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Summary

The　Substituting　for　Suffering　of　Others

　　　　　　　（Dαij’uku）as　a　Virtuous　Conduct

of　Bodhisattva　in　the　Vajradhvajas亘tra　or

　　　　　　　　　　　　　the　Diamond　Flag　Sutra

r
　　　　　Quoted　in　the　Sik§巨samuccaya　and

　　　　　　　　　　Its　Classical　Chinese　Version

Hirohisa　ToDA

The　S〆々▽・srt〃luC（’c｛Na　is　a　cornpendium　of　Buddhist　Iearning　of、・irtu（．）us　conducts　and

consists　of　concise　exp］anations　and　plenty　of　quotaτions　frorn　vario　us　Nlahayana　s〔ltras，

as　is　suggested　by　the　name　of　its　classica］Chinese　version、　the　1）∂（ヲ2♂〃μヅ〆－b‘；　isci一元ηo一ん7〃

（大乗集菩薩学論｝．According　to　its　Tibetan　translation　and　commentary，　the　author　and

compiler　of　the　text　is　Salユtideva〔（・irccl　650　to　700　CE’，，　althc）ugh　DharmaklrtBτ↓プM

seventh　centurv　CD　is　referred　to　as　the　author　in　the　Chinese　version．　It　is　said　that

Santideva　was　a　Buddhist　monk　and　scholar　belonging　to　the　Prasahgika　branch　of

MadhNTamaka　schooL　and　xvrote　the　Bodhicarvc－ivatdra，　the　Siksdsa〃7〃（・cCtv（1、　and　the“・ork

named‘the　Collection　of　Sutras’．　Unfortunately，　the　third　work　was　dispersed．　Both　of　the

former　two　works　explain　and　exhort　virtuous　conducts　of　Bodhisattva　as　one　of　the

ways　to　enlightenment　from　the　stand　point　of自〔1nya．

　　The　5i於6so〃72rccの・αqu（⊃tes　approximately　ninety　titLes　and　vari（．）us　kinds（）f　Buddhist

scriptures　such　as　rhe　Wisdom　Sun’as〔舟芝若経）．the　Vilnalaklrri－s［lrra｛維摩経．；．the　Lotus

Sutra（法華経）、　and　others．　Among　them，　the　DaSabhUmika－sUtra　and　the　Ga垣avyUha－

sUtra　formed　parts　of　the　large　book　of　the　Hitc？一．vπ〃ゾr〃．g嘩厳経）in　classical　Chinese

versions、　Similarly、　the　scripture　in　the　name　of　the　Vajradhvaja－sUtra，　meaning　the

Dialnond　Flag　Sutra　or　the　Jln－ga　ng－chuang－jing（金剛瞳経）in　Chinese．　being　quoted　in

the　Siカざ∂sθ〃72r（T〔τvσ、　is　inferred　to　have　formed　a　part　of　the　1了〃塗v元〃二元τ〃gr　in　two　versions



as　the　chft，　prer　of　ten　kinds　of　the　transfel’of　merit　of　Vajradlユvaja　Bodhisattva　i金岡「頂童菩

薩十廻向品）of　the　large　book　consisting　of　sixry　voiulnes｛六十華厳｝as　we！l　asτhe　chapter

of　ten　kinds　of　the　transfer　of　merit　ei．’廻向品）of　that　consisting　of　eighty　volulnes　Uk十

華厳）．On　the（．）ne　hand，　almost　complete　set　of　Sanskrit　manuscripts　of　the

DaSabh〔lmika－s〔ltl”a　and　that　of　the　Ga口davy〔iha－s〔ltra　exist，　on　the　other　hand．　any　sets　of

Sarlskrit　manuscripts　of　the　Vajradhvaja－s［itra　no　longer　exist．　By　rneans　of　collecτing

passages　quoted　in　the　S↓んS∂∫ω戊22’（・（・a．1’ct，　there　Inay　be　prospect　of　attemptτo　resto1’e　the

original　text　of　the　Sじltra　in　Sanskrit．

　　The　S∫々ざ々sσ〃luビ（YC’INa　refers　to　the　Vajradhvaja－s〔ltra　four　times　and　quotes

considerable　amount　of　passages　from　the　Sutra　in　three　places　as　following，　in　the　first

chapter　explaining　the　perfection　of　virtuous　contributiol〕｛dana－paranユita），in　the　twelfth

chapter　explaining　the　preparation　of　milユd（．　citta－parika1＋ma）．　and　in　the　sixteenrh

chapter　explaining　the　method　of　excellent　conduct〔bhadra－ca1⊥ya－vidhD　of　Bodhisattva．

This　paper　focuses　oll　descriptions　of　the　concept　of　datYtdezt（代’受苦）in　quotations　h・oln

the　Vajradhvaja－s〔lll“a　in　the　third　place　menτioned　above．

　　Z）ai）’ztleit　rneans　’substituting　for　suffering　of（．）thers’，　and　it　indicates　a　special　act　that

someone　substitutes　（fk）for　other　living　beings　so　as　to　accept　：’受’Iany　sufferings　and

difficulries　（苦二〕as　retribution　for　others’evil　acts．　Such　a　substiてuting　is　extraordinary

enough　to　deviate　fronユ　the　moral　law　（⊃f　cause　and　e∬ect．　and　dif五cult　for　ordinary

pe（）ple　to　do　it．　The　subsritute、　i．e．　the　subject　of〔／a（ノit！eit、　is　an　ideal　character　perf（．）mコing

good　deeds　and　roles，　that　is　a　great　Bodhisartva　in　truth．　The　concept　of　c！ai）’u！e〃　is

illustrated　in　the　context　of　the　first　of　ten　kinds　of　the　transfe1’of　merit，　i．e．ρ！eδ（廻向）

in　Japanese，　in　that　chapter　in　the　Huci－i’c2〃一ノτ〃g．　Tlle　fi　rst（・々δwas　named　as’〈・んδrescuing

all　living　beings　and　letting　them　renounce　w⊂）rldly　aspect（救護一切衆生離衆生相廻向〕’．

　　It　can　be　expected　that　descriptions　of　daiYi（！ett　is　to　be　the　key　to　identify　quotations

from　che　Vajradhvaja－sUtra　in　the　Sik“’々sanizt（・（・a．1’（z　with　the　chapter　of　ten　kinds　of　the

transfer　of　merit　in　theノ了〃∂－v々〃ヲ’τ）2g．　I　translated　passages　cc｝ntaining　the　descriptions　of

dct　ijzthit　in　the　Si々7∫α〃ll’ビビの，αfrom　Sanskrit　into　Japanese．　and　compared　it　with　irs

Chinese　version（．ノく乗集菩薩学論｝，the　H2m，々〃一ノ1〃A・　consisting　sixty　volumes（：六十華蜘．

and　that　consisting　of　eighty　volumes（八．卜華厳），The　results　are　as　following，　It　was

turned⊂）ut　that　the　Chinese　version（’大乗・集菩1捷学論）is　not　such　a　good　one　but　an

abridged　translation　nol　enough　to　trace　sentences　back　to　its　original　Sanskrit　text．
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Passages　of　the　Vajradhvaja－s〔ltra　qu（．）てed　in　the　LS　i　fe　，’　（7　sa〃1it（・ca－v（t　are　almost

correspondent　“・ith　descriptions　in　both　of　t、vo　versions　of　the　Ht（d－vc2〃－ji／lg．

Consequent！y，　I　found　out　several　Sanskrit　words　and　expressions　which　are　nearly

equivalent　to〔イai［iitf？2t　and　its　synonyIns　foy　the　substituling　fo1’suffering　of　others．


